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○ 「やまぐち維新プラン」に掲げる「3つの維新」への挑戦を重ね、確かな成果
を上げていくため、これまでの取組に加え、Society5.0時代の対応として、新
たな視点とされる5GやAIなどの未来技術の活用、地域の活性化や将来的な地方
移住につながる関係人口の創出・拡大などを第2期総合戦略にも盛り込み、地方
創生推進交付金等を最大限に活用しながら、重点的に推進します。

Ⅰ 未来へつなぐ「３つの維新」への更なる挑戦

1 Society5.0時代を見据えた未来技術の活用

2 地域と関わる新しい人の流れの創出

3 地域を支える多様な人材の確保・育成

4 社会全体での子育て支援体制の充実

令和2年度当初予算における
重 点 推 進 項 目

▼「社会減の流れ」を断ち切る！

▼「少子化の流れ」を変える！

▼「住みよい地域社会｣を創る！

▼産業維新

▼大交流維新

▼生活維新

やまぐち維新プラン

第 2期まち・ひと・しごと
創 生 総 合 戦 略

◆ 地方創生を次のステージに押し上げて
いくための新たな視点を反映
・未来技術の活用によるビジネスの創出
・関係人口の拡大・創出 等
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Society5.0時代を見据えた５ＧやＡＩなどの未来技術は、少子高齢化や地方の過疎化等の

問題を解決できる可能性を有していることから、様々な分野での活用を推進します。

① 未来技術を活用した新たなビジネスの創出や生産性の向上

新 未来技術活用プロジェクトマネージャーを配置

～未来技術で新たなステージへ～

県内において市町、企業や県民が５Ｇをはじ

めとする未来技術をいち早く活用できる環境を

整備するための推進体制を構築

新 やまぐちスマートファクトリーモデルの構築

～未来技術を活用し製造業を高度化～

５ＧやＡＩ技術等を活用した新たなファクトリーモデ

ルを構築し、本県の製造業の高度化を促進

新 ＡＩ技術等の活用によるへルスケア関連産業の創出

～ＡＩ技術で製品・サービス開発を支援～

山口市産業交流拠点施設内に設置されるライフイノベーション

ラボの開設に向け、ヘルスケア関連産業推進体制を構築

新 分散型エネルギーのネットワーク化

～再エネを賢く使おう～

地域の太陽光発電、蓄電池等の分散型エネルギーをネット

ワーク化し、ＩｏＴを用いて遠隔・統合制御する仕組みを検討

新 中小企業クラウド型ＲＰＡ共同化の実証

～ＲＰＡにより中小企業の生産性向上を支援～

ＲＰＡ（※）の活用に向けた実証実験を行い、県内中小

企業の新たなビジネスモデルの創出と生産性を向上

新 拠点施設を核としたMaaSの実証

～移動を楽しみに変える 山口チャレンジ～

山口市産業交流拠点施設を核としたＡＩ等の新技術を活用し

た新たなモビリティサービス（※）及びビジネスモデルを構築

新 県庁内へのＲＰＡ、ＡＩ技術の導入

～スマート県庁で未来の仕事スタイル～

先導的に県がＲＰＡやＡＩ等を導入することにより、

県内企業や市町等における未来技術の活用を促進

※ＲＰＡ（Robotic Process Automation)
人間が行っている定型的なパソコン業務をソフトウェア

（ロボット）により自動化すること。

※ＭａａＳ（Mobility as a Service）
スマホアプリにより、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを

最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービス。

新新

新

新 新

新

新
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② 未来技術を活用した生活等の質の向上

新 ＡＩによるインフラ点検・診断システムを導入

～ＡＩ診断サポートでインフラの老朽化をチェック～

公共インフラの維持管理をより計画的・効率的に実現する

ため、ＡＩによる橋りょうの点検・診断システムを実証・確立

新 ドローンによる低コスト再造林技術の実装

～ドローンに任せて 林業の低コスト化・省力化～

ドローンを活用することで、再造林の低コスト化・省力

化を図り、森林資源の循環利用体制を確立

新 スマート農業技術の技能向上・技術定着

～次世代農業にステップアップ～

スマート農業の早期実装に向け、担い手の生産条件・

経営実態に応じた技術導入支援体制を整備

新 タブレット等の生徒1人1台ＰＣ端末導入による教育のＩＣＴ化を推進

～子どもたちの新たな学びを創造～

Society5.0という新たな時代を担う子どもたちのために、県立学校に教育ＩＣＴ

機器等を整備し、機器を活用した本県における学習プログラムを研究・開発

▼全県立学校の校内ネットワークの高速化・無線ＬＡＮの整備（R2年度完了予定）

▼全県立学校に大型提示装置、実物投影機を導入（R3年度完了予定）

▼全県立学校にタブレット等の生徒1人1台ＰＣ端末を導入（R7年度完了予定）

新 5G技術を活用した美術品の新たな魅力を発信

～おいでませ！未来型の新たな美術館へ～

県立美術館で、雪舟生誕600年を契機

に５Ｇ技術を活用した新たな展示コンテ

ンツの制作及び館外での美術品の高画質

映像による臨場感ある隔地解説を実施

新 ５Ｇ技術活用による遠隔医療指導の実証

～新技術で未来につながる新たな医療～

５Ｇを活用し、専門医のいない

へき地医療機関での診療を遠方か

らサポートすることで、へき地に

おける医療提供体制を充実

新新

新

新

新新



－6－ 山 口 県

地域に継続してつながりを持つ「関係人口」の創出・拡大を進め、地域の活性化や将来的

な地方移住に向けた裾野を広げます。

① やまぐちとの「つながり」が生み出す新たな人の流れ

② ひとの交流を促進する地域交通ネットワークの整備・充実

新 バス事業者の交通系ＩＣカードの導入支援

～路線バスが キャッシュレスで 超便利～

生活交通の維持、活性化及び県内観光需要の喚起を図るため、バス事業者の交通系ＩＣカードの導入を支援

▼バス事業者が運営する全路線バスにＩＣカード導入（R6年度完了予定）

新 中山間地域や交通不便地等での新たな地域交通モデルを構築

～やまぐちの 地域交通は 未来型～

本県の地域交通課題に対応するため、新たなモビリティサービスを含めた

幅広い手法を検討して、将来ビジョンを示す取組方針を策定

新 プロボノワーカーによる支援チームを編成

～ 仕事の経験を活かしてボランティア～

県外プロボノワーカーによる、地域課題解決に取り組む

ＮＰＯ等の活動基盤強化と県内プロボノ活動（※）の活性化

新 プロフェッショナル人材戦略拠点の体制強化

～首都圏等のプロ人材を活用し「攻めの経営」へ～

中小企業の中核人材確保に向け、副業等の形態での首都圏等

プロフェッショナル人材の還流を促進

新 首都圏に都市部人材と地域をつなぐ拠点を設置

～山口県と関わる！都市部から地域への「新しい風」～

おいでませ山口館に「やまぐちつなぐセンター（仮称）」を

設置し、地域活動を希望する都市部人材とのマッチングを推進

〔県内〕

中小企業

〔首都圏〕
プロ人材
（副業等）

プロフェッショナル人材
戦略拠点

地域金融機関連携

補助金

人材ニーズ 掘り起こし

人材還流

※プロボノ活動
仕事上身に付けた専門的な知識や技術を

活かしたボランティア活動

グリーンスローモビリティ
（写真出典 中国運輸局）

新

新 新

新

新 AIオンデマンド交通
（写真出典 中国運輸局）
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医療関係人材等を確保・養成するとともに、新たな手法による人材の確保・育成、外国人

を含む多様な人材の活躍を支援します。

① 医療・介護提供体制の充実

② 多様な人材が活躍する地域社会の実現

新

企業や市町等における未来技術の活用を

新 地域日本語教育を充実

～自分の気持ち、日本語でカタチに～

地域社会で円滑なコミュニケーションが

取れるよう外国人住民が学べる日本語学習

環境の整備を支援

新 日本語学習支援制度を新設、

外国人材受入セミナーを開催

～グローバルな職場を目指しませんか～

外国人材雇用の不安解消に向けた取組を

支援し、外国人材の雇用、定着を促進

新 やまぐち女性活躍応援団を設立

～応援します！女性の活躍～

県内団体のトップが女性を応援する仕組みを

つくるとともに、若い世代の生き方・働きがい

を考える取組を支援し、女性の活躍を促進

新 農業労働力確保体制を構築

～みんなの力が農業を救う～

県内産地の労働力不足を解消するため、地域外から

多様な人材を確保し、産地とのマッチングを支援

新 外国人介護留学生奨学金支援制度を創設

～地域を支える多様な介護人材を確保～

高齢化の進行や介護ニーズの多様化に伴う福祉・

介護人材不足解消のため、外国人材の確保を強化

新 県外看護学生等奨学金返還支援制度を創設

～山口で看護したいあなたを応援～

若手看護職員の確保が困難な中小病院等への就業

及び県外看護学生のUターン等を促進

新 医師確保体制の強化

～新たな医師確保体制を構築～

医師専門人材紹介会社を活用して、

新たな常勤医を確保し、医師不足が深

刻なへき地病院への派遣体制を構築

新 新

新

新

新 新

新
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④ 魅力ある大学等づくりと若者たちの県内定着を促進

新 タブレット等の生徒1人1台PC

端末導入による教育のICT化を推進

【再掲】

新 全県立高校へコミュニティ・スクール活動推進員を配置
～コミスクの活性化で地域を元気に～

中高連携体制の構築による、コミュニティ・スクールの活性化

○令和2年4月に全県立高校におけるコミュニティ・スクール導入完了

⇒全公立小・中・高校、特別支援学校で導入（全国初）

新 高校生による模擬会社の設立・運営

～やまぐち大好き！高校生による地域ブランドの開発～

専門高校等の生徒が学科の枠を越え協働して模擬会社を

設立し、一連の起業体験や商標の考案を行うなど、新たな

価値を創造する教育を展開

拡 就学支援制度を拡充
～生徒の学びを支援～

国の就学支援制度拡充を踏まえた県制度

見直しにより、低所得世帯等の教育費負担

を現行よりも更に軽減

新 地域交流スペースを活用した実践的キャリア教育を実施

～「来て、見て、ともに学ぶ！」地域とともに歩む未来の学校づくり～

総合支援学校を拠点とした地域交流・就業体験活動等を実施すること

で、生徒の自立、社会参加に向けた実践的なキャリア教育を展開

新 「大学リーグやまぐち」の機能強化

～大学を拠点に地域を活性化～

若者の県内進学・県内就職を促進し、地域貢献力を高め、県内高等教育機関の魅力を向上

果物を加工した
ジャム

伝統工芸柳井縞
のｶｰﾄﾞｹｰｽ

 

中学校 ＣＳ活動推進員(全体調整) 高等学校 

 

 

 

 
 

  

熟議を踏まえた教育活動の展開  

学校・地域の課題について、中学校・高校、ＣＳ関係者等による熟議 

学校運営協議会で学校・地域の
課題を分析・共有 

中学生、高校生、地域住民の参加による「地域活動」の実施 

ＣＳ間の連携 
学校運営協議会で学校・地域の
課題を分析・共有 

新

新

新

新

拡

新

【模擬会社の設立と運営】
・指定校が協働し模擬会社を設立
・起業から決算までの起業体験活動

【ハイスクールブランド創出】
・商標の考案、商品の開発等
・カリキュラムの開発

〇 県内高校統一ブランドの開発
○ Society5.0に対応する力の育成
○ 地方創生に資する人材の育成

③ 知・徳・体の調和のとれた教育の推進と教育環境の充実
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社会全体で子育てを応援する体制を一層充実させ、児童虐待の防止や社会的養護の充実、

子どもの居場所づくりなどの対応を進めます。

① 「みんなで子育て応援山口県」の推進 ② 困難を有する子どもへの支援の充実

新 民間フォスタリング機関を設置

～里親の心に寄り添うお手伝い～

里親への研修、マッチング、養育支援を一貫して包括的

に実施する民間フォスタリング機関を設置

▼R6年度までに里親委託率を33.3%へ引き上げ(H30末 20.4%)

新 子ども食堂開設に特化した助成制度を創設
～子どもたちの居場所づくりを支援～

▼R3年度までの設置目標 100箇所(H30末 27箇所)

新 189サポーターを養成

～社会の力で児童虐待のﾘｽｸをいち早く発見、いち早く(189)対応～

児童虐待防止に取り組む社会全体での環境づくり

優良企業等の取組を表彰

▼R4年度までに虐待防止全力宣言企業を120社認定

▼R4年度までに189サポーターを24,000人養成

▼R4年度までにヤングサポーターを6,000人養成

新 児童虐待防止対応コーディネーターを配置
～子どもに寄り添ったサポートを～

DV被害者等の子どもに対する支援を充実

新 児童相談所と関係機関の連携強化

～虐待を「しない させない 見逃さない」～

児童相談所と市町の情報共有に向けたシステム導入

児童福祉司等を増員し、児童相談所の体制強化

新 ことばの習得支援リーダーを養成

～ことば（手話）で交わす親子の絆～

聴覚障害児親子の手話等の習得を支援

▼R6年度までに100人のことばの習得支援リーダーを養成

新 医療的ケア児のピアサポーターを養成

～医療的ケア児を養育する家族をサポート～

▼R4年度までに15人のピアサポーターを養成

新 山口県版アレルギー疾患医療認定制度を創設

～アレルギー疾患医療のプロを認定～

アレルギーに係る専門的な医療等が可能な医師等を認定・公表

新 保育士修学資金貸付制度の創設

～山口県で保育士になりたい人を応援～

県内保育士養成施設の学生を対象に県内保育所等に一定

期間勤務することで返済が免除される貸付制度を創設

新 多子世帯への祝品（県産米）贈呈制度を創設

～ご家庭に、より多くの幸せが舞い込みますように～

新 やまぐち子ども・子育て応援ｺﾝｿｰｼｱﾑを設立

～みんなで築く子育て社会～

企業や子育て支援団体による具体的な取組展開を支援

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新


